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献ダテマンシリーズ 成分表 2020年（八訂）確からしい栄養計算対応について 

 

平素より献ダテマンシリーズをご愛用いただきありがとうございます。 

2020年 12月に日本食品標準成分表 2020年版（以下「八訂版」と記載）が文部科学省から

公表され、すでに献ダテマンシリーズでは、八訂対応版をご提供させていただいております。 

その後、八訂版を用いたより確からしい栄養計算について「日本食品標準成分表の改訂に

伴う実践栄養業務ならびに栄養学研究等に及ぼす影響と当面の対応に関する見解 」並びに同

見解に関する補足・訂正が 2021年 5月に食品データベースに関する連絡・検討委員会（日本

栄養改善学会・日本給食経営管理学会合同）より公表されており、ご利用者様が「より確か

らしい栄養計算」にて八訂版成分表をご活用いただけるよう当社で検討し準備を進めており

ます。 

 

尚「成分表 2020年（八訂）確からしい栄養計算対応」のバージョンアップは、商品毎にリ

リース時期が異なります。順次ご案内いたしますので今しばらくお待ちください。 

<インストール版> 

 「Mr.献ダテマン」「栄指君（病院用）」…2023 年 2月リリース予定 

 「栄指君（一般用）」「健指君」 …2023年 5月リリース予定 

＜WEB版＞ 

 「Mr.献ダテマン」  …2023 年 2月リリース予定 
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【補足資料】 

 

献ダテマンシリーズ 成分表 2020年（八訂）確からしい栄養計算対応について 

 

① 現在の献ダテマンシリーズ「八訂版」 

食品成分表 2020 年版（八訂）では、エネルギー産生成分の実態をより正確にとらえる

ことが可能な組成成分をエネルギー算出の基礎とする方式が採用されました。 

しかしながら、文部科学省公表の「八訂版」は新しいエネルギーの算出に用いたエネル

ギー産生成分が表中において１列に記載されていないため、現在、ご利用者様へご提供し

ている当社の「成分表 2020 年版（八訂）対応版」では、従来の「たんぱく質」「脂質」「炭

水化物」を用いた栄養計算となっています。 

 

（ここがポイント！） 

 エネルギー産生成分が表中において１列に記載されていないとはどういうこと？ 

 

 下図は、文科省版八訂成分表を一部抜粋したものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たんぱく質を例にご説明しますと、 

アミノ酸組成によるたんぱく質」で収載食品と未収載の食品があります。 

例えば献立作成で 1 食や 1 日の合計たんぱく質を見たい時、八訂版の考え方ではエネル

ギー算出に用いられたエネルギー産生成分を使用する事が望ましいのですが、それを行お

うとすると図中の赤丸で囲った数値を食品毎に拾い上げて計算する必要があります。 

赤丸で囲った数値が 1列にまとまっていないというのが活用し辛いポイントです。 
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 また、「アミノ酸組成によるたんぱく質」の列合計を用いてしまうと未収載食品が計上され

ないことになり、これもまた正しい栄養計算になりません。 

したがって、現状では従来の「たんぱく質」の列（図では赤い点線で囲った部分）の合計値

を便宜上たんぱく質量合計として栄養計算を行っています。 

 

② 次回バージョンアップ「成分表 2020年（八訂）確からしい栄養計算対応」って何？ 

 

「成分表 2020年（八訂）確からしい栄養計算対応」では食品毎にエネルギー算出に用いられ

たエネルギー産生成分（たんぱく質、脂質、炭水化物）の値を搭載する事でより確からしい

栄養計算ができるようになります。 

 

献ダテマンシリーズ 

栄養素名 
成分表から採用した値 

たんぱく質 
「アミノ酸組成によるたんぱく質」の値 

ただし未収載の場合→「たんぱく質」の値 

脂質 
脂肪酸のトリアシルグリセロール当量」の値 

ただし未収載の場合→「脂質」の値 

炭水化物 

「利用可能単糖当量」に＊がついている場合 

→「利用可能炭水化物（質量計）」の値 

それ以外は「差し引きによる利用可能炭水化物」の値 

（参考）たんぱく質 「たんぱく質」の値 

（参考）脂質 「脂質」の値 

（参考）炭水化物 「炭水化物」の値 

上記により、今まで通り「たんぱく質」「脂質」「炭水化物」の成分値を用いて栄養価計算

を行うとエネルギー値の計算に用いたより確からしい値となります。 

従来の値を確認したい場合は「（参考）たんぱく質」「（参考）脂質」「（参考）炭水化物」

をご参照いただくことが可能です。 

 

（ここがポイント！） 

 文科省版の八訂成分表では、たんぱく質を例にあげると、食品によって「アミノ酸組成

によるたんぱく質」の収載食品と未収載食品があるので、「アミノ酸組成によるたんぱく質」

の列で 1食や 1日のたんぱく質の合計を見る事が出来ません。 

そのため、現状では下図の⑤（従来のたんぱく質）を全食品用いて、たんぱく質の合計量を
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計算する事しかできません。 

 

 献ダテマンシリーズ「確からしい栄養計算対応」版では、下図のように、たんぱく質の列

に「アミノ酸組成によるたんぱく質」が収載されている食品は④の値、未収載の食品は従来

の「たんぱく質」の値⑤を 1列にまとめます。 

これにより、1食や 1日の「たんぱく質」の列の合計値を見れば、食品毎にエネルギー計算

に用いた値となり、より確からしいたんぱく質として栄養計算をする事が可能になります。 

 

 

 

今後も八訂成分表への切り替えに伴う活用や影響について様々な研究や検討がなされてい

くと考えられます。当社でも新しい知見や情報収集を行いご利用者様がより便利にご利用い

ただけるよう引き続き対応していきたいと存じます。 

 

 

 

 

 


